






研究目的 

現在のクレチン症マススクリーニングは主に乾燥濾紙血液を用いた TSH測定で行われてい

る。これに T4 を併用した方法も一部で行われているが,経済的な理由からすべての検体に

両ホルモンの測定を行うことはむつかしい。T4単独の測定では低 TBG 血症において偽陽性

となり,この頻度が高いのでスクリーニングという観点からは問題が残る。そこで甲状腺ホ

ルモンの活性部分を表わしていると考えられる遊離サイロキシン(FT4)を乾燥濾紙血液を

用いて測定し,T4 測定との比較検討を用った。 


